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本書が発刊される直前，編集を担われた高橋広先

生から「今までにないロービジョンケアのかかわり

に視点を置いて第 2版を“開発”しました」と電話を

いただき，期待が膨らんだ．それから数週間後，届

いたその本の表紙中央には，「乙女の像」に焦点を合

わせ，その像に凸レンズでピントを合わせた写真が

配されている．鮮明な「乙女の像」をレンズ越しに読

者に見せるデザインから，モノを見るための探究心

と，見ようとする気持ちの大切さが伝わってきた．

一般に，ロービジョンケアの担い手として看護師

の影は薄い．しかし，看護師は必要ないのだろうか？

病院の窓口で戸惑っている患者が，視力障害著明な

ことがある．そんな時，本書に記されている生活面

の援助を把握していれば，自ずと「どうされました

か？」と声かけし，手を差しのべられる．患者は安

らぎを感じると同時に不安なことなどを相談したく

なるのではないか．必要ないのではなく，必要に応

えていないのではないかと思えてならない．

この第 2版では，ロービジョンケアを実践するに

は，まずはリハビリテーションの根底にある考え方

を認識してから眼科の特徴や眼科医療を理解し，コ

メディカルの役割とは何かを考えていく内容に整理

されている．これが今回大幅な改訂を行なったねら

ロービジョンケアには看護師の力が必須

いだったことがわかる．特に，医療スタッフの役割

が充実して述べられている．たとえば，医師のリー

ダーシップのとり方については，編者の豊富な経験

に裏打ちされた主張で貫かれており，説得力に富む

内容になっているほか，コメディカル（視能訓練士，

歩行訓練士，理学療法士，作業療法士，医療ソー

シャルワーカー，看護師など）の活動をそれぞれ取

り上げ，その役割が明確に記されている．さらに，

実践面では難しいと感じられる教育関係者，社会福

祉活動との連携も含め，関係者がどのようにロービ

ジョン者にかかわっていけばよいのかについて，現

状のデータ分析に基づき，リハビリテーションの考

え方に立脚した役割論が展開されており，その流れ

が多職種間の連携の重要性を一層際立たせている．

ロービジョン者への看護の役割が不明確な現在，

それを一気に解決するのは無理だとしても，看護に

もできることはある．装具・補装具にかかわらず，

今維持されている機能でできることを見出し，でき

ることを・できるだけ・できる時に発揮するための

ケア，それが心の支えとなり，自立する意欲につな

がるケア――看護そのものが，そのままロービジョ

ン者へのケアにもつながっているのである．

終章（第 9章）「看護・介護で必要な援助とくふう」

で看護援助の実際が述べられているが，強いて言え

ば，本章でリハビリテーション看護の発想に基づい

て，経過を辿っていく過程が記されていると，看護

の役割がもっとわかりやすかったかな？ とよけい

に欲がでてくる関心深い著書である．
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